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暮らすような旅をしよう 中能登［ 特 集 ］

6
どぶろくと織物の町
古くからどぶろく醸造と麻織物が盛んな中能登エリア。
伝統を守り、新しい文化が生まれています。

第十代崇神天皇の時代に創建され、
鎌倉時代に能登國二ノ宮に指定。全
国に30社ほどしかない、どぶろく醸造
が許可された神社のひとつ。

天日陰比咩神社
あめひか げ ひ めじ んじゃ

神主体験では自身
でお祓いをし、開運
招福を祈願します。

禰宜
船木 清崇さん

2000年以上の歴史を持つ
能登國二ノ宮

→P23／特6-1
U中能登町二宮子甲8 ☎0767-76-0221
O8:00～17:00頃 I無休 http://amehikage-hime.jp/

神主の装束を着用し、神主の業務・作法、直会（一汁一菜の食事）を体験します。自
身でお祓いをしたお守りや体験に用いた笏（しゃく）は持ち帰れます。冬季はどぶろく
仕込みの体験が可能です。／実施時期:通年（どぶろく仕込みは12月初旬～3月中旬）
O7：00～20:00の間で所要約5時間（応相談） Y10,000円（食事付き・玉串料込み）

1日神主体験（1か月前までの要予約）#体験
御祭神は雨乞いの神・天日陰比咩大神と
酒造りの神・大三輪神

藩政期前から神事用にどぶろくが作ら
れてきた中能登。2014年にはどぶろく
特区に認定され、許可を受けた農家な
どで醸造が可能になりました。

中能登町はどぶろく特区

→P23 ／特6-2／要予約
U中能登町二宮口部111 ☎0767-76-1204
O昼12:00～、夜17:00～ 
I1月～3月のみ営業で不定休

太郎右衛門の店主
田中 良夫さん

囲炉裏を囲んで田舎料理と
どぶろくが楽しめます。

太郎右衛門
た ろ え も ん

農家レストランまるの女将
織田 好子さん

女将
島 喜久子さん

→P23 ／特6-3／要予約（3名～）
U中能登町春木14-19 ☎0767-74-1656
O予約のみ応相談 I水曜  https://www.nakanoto-maru.com/

自家栽培の野菜やジビエを使った
料理とどぶろくが味わえます。

農家レストランまる
の う か れ す と ら ん ま る

崇神天皇の皇女が伝えたことが起源とされる
「能登上布」は、麻糸を用いた手織りの織物で、
細やかな絣（かすり）模様とさらりとした肌触り
が特徴。日本屈指の麻織物として名高く、県の
無形文化財に指定されています。

麻の芸術品、能登上布

→P24／MAP99
U中能登町能登部下134-1  ☎0767-72-2233
O9:30～16:00(10月～3月は～15:00まで) 
I月曜(祝日の場合は翌日)
Y入館無料、機織り体験は30センチ1,700円～

能登上布の工房で、原糸の糸繰りから染め、手織りまで製
造工程を見学できます。職人の指導を受けながら機織り
体験も可能。のれんや巾着など小物の販売もしています。

能登上布会館
のとじょうふ か い か ん

築130年の古民家を改装した1日1組限定の
宿。女将である島さんの人柄と満開の笑顔に
帰る頃には心が癒されています。食事は輪島
塗のご膳で能登の薬膳料理をいただきます。

家族のようなもてなしに
心がやすらぐ

→P23／特6-4／要予約
U中能登町末坂ツ部70-1  ☎0767-74-2377 
Y1泊2食14,300円～（2名利用時）、
　13,200円～（3名以上利用時）
　※食事は4名以上で5日前の事前予約で応相談 
　※どぶろくは事前予約で準備可能です

おり姫の宿 くつろぎ
お り ひ め の や ど  く つ ろ ぎ

→P23／特6-5
U中能登町石動山ラ部1-2 ☎0767-76-0408
O9:00～17:00 I毎週火曜・冬期（12月1日～3月２０日）
Y入館料大人200円、小・中・高校生100円（団体20人以上160円）

最盛期には360余りの院坊と衆徒三千人をかかえ能
登の山岳信仰の拠点として栄えた石動山。山内には
「伊須流岐比古（いするぎひこ）神社」、「大宮坊（お
おみやぼう）」など、歴史ロマンを感じさせる建造物が
往時の姿を彷彿とさせます。資料館では石動山の歴
史や文化を学べます。

国指定史跡 石動山
くにしてい しせ き   せきどうさん夕食は祭礼など

ハレの日に味わう
薬膳料理

資料館ではゆかりの
歴史資料などを展示

平成14年に復元された、
石動山の中心的な坊「大宮坊」

囲炉裏がある座敷でのんびり

北陸の伝統的建築様式
「アズマダチ」の建物

私はお酒が苦手なので飲み
やすいように甘口のどぶろ
くを作っています。糀を使っ
たどぶろくは美容効果も期
待され、自分へのご褒美感
覚で楽しんでほしいです。

やさしい空間
と時間を用意
してお待ちして
おります。

#体験

太郎右衛門のどぶろくは、「能登の一品」（→P07）にも認定

ねぎ

中能登では2つの農家
レストランでどぶろく醸
造をしています。味は作
り手によって個性が出
るもの。将来は醸造元
を増やし、「多彩などぶ
ろくが楽しめる町」にし
たいです。

なおらい

特集6 企画協力：（一社）中能登スローツーリズム協議会

珠
洲 
蛸
島

漁師の網元が住んでいた豪邸が1日1組
限定の宿に。家族や友人と気兼ねなく過
ごすことができます。愛犬も宿泊可能。

農家民宿 たなか
のうかみ んしゅく  た な か

→P17／特5-1
U珠洲市正院町川尻13-51-5 ☎0768-82-5372
Y素泊まり21,000円/組～
https://noukaminsyuku-tanaka.com/

大正4年創業で、4代目が杜氏を務めていま
す。味わいの深い酒は地元で愛され、珠洲以
外ではなかなかお目にかかれません。

櫻田酒造
さくらだしゅぞう

地元漁師に
愛される幻の酒

→P17／特5-2
U珠洲市蛸島町ソ-93 ☎0768-82-0508
O8:00～20:00（変動有）I不定休 酒蔵見学は不可

醸造量が少量で、5割以上が地元消費
代表銘柄の「初桜」と「大慶」

宿泊用の和室にはキリコ燈籠の一部を展示

希望金額に合わせた詰め合わせ主人
田中 満博さん

当宿を拠点に蛸
島をめぐり、いろ
いろな出会いを楽
しんでください。

4代目蔵元・能登杜氏
櫻田 博克さん

主人
番匠 利一さん

奥様
番匠 佳子さん

店主
室谷 千代和さん

赤坂 敏昭さん
島崎家の末裔
矢作 桂子さん

愛嬌たっぷりの夫妻が切り盛り。仲買
人でもある主人自ら競り落とした鮮度
抜群の魚介の料理が自慢です。冬はア
ンコウ（要予約）、夏は岩ガキが名物。

県外出身の2人は共に元美大生。
市内でゲストハウスを営みながら地
域のディープな魅力にふれるツアー
やイベントを企画しています。

民宿・お食事 むろや
みんしゅく・お しょくじ  む ろ や

島崎家
しまざ きけ

魚を知り尽くした
仲買人の食堂

北前船貿易の名残を
今に伝える

→P20／MAP38／民宿は要予約
U珠洲市蛸島町ナ部123 ☎0768-82-1188
O11:30～14:00 I不定休 http://suzu-muroya.com/

蛸島漁港直送、朝どれの
魚は旨さが違うよ！

北前船で財をなし、戦前は樺太で
商売をしていた島崎家

▲蛸島漁港と大ダコ伝説が残る蛸島

◀奥能登国際芸術祭2017の作品
　トビアス・レーベルガー
　『Something Else is Possible／なにか他にできる』
　→奥能登国際芸術祭の情報はP19

→P17／特5-3
U珠洲市蛸島町ナ部-12  ☎0768-82-0009
O9:00～16:00（変動有） I不定休
https://sakanaya-jingorou.com/

蛸島漁港で獲れた鮮魚や干物を販売し、
首都圏の料理人からも注文が入る知る人
ぞ知る店。干物はいい塩梅の塩加減。

さかな屋甚五朗
さ か な や じ ん ご ろ う

江戸期から珪藻土が掘削されてい
る洞窟。見学希望は珠洲市蛸島地
区スローツーリズム推進協議会
（☎0768-84-5076）へ要問合せ

珪藻土洞窟探検

広いお部屋で
のびのびと滞在

絶妙の塩加減で、
魚の味が際立つ干物

天然の魚しか使
いません。魚ご
とに塩加減、干
し時間を変えて
います。

新しいことにも
挑戦しながら、
楽しく酒造りを
しています。

珠洲市蛸島地区
スローツーリズム推進協議会事務局

一般社団法人 仮（）-karikakko-

新谷 健太さん

楓 大海さん

有志で島崎家を復活
させ、交流拠点として
活用するイベントを計
画中です。昨年は餅
つき大会をしました。

足をのばして

海鮮丼2500円のネタは
その日のお楽しみ

魚好きにはたまらない、おまかせ定食1500円

かりかっこ

特集5 企画協力：珠洲市蛸島地区スローツーリズム推進協議会

す

ず

た

こ

じ

ま

県下有数の漁港がある蛸島地区はキリコ祭りや珠洲焼が有名ですが、ここ数年、住民と移住者が一
緒になって町の隠れた魅力にふれられる旅を提案しています。蛸島はかつて北前船の寄港地として
栄え、漁港近くには珠洲最古の北前船主家屋・島崎家が残されています。屋号は「三蔵」で、往時は
「松前（北海道）行くなら三蔵の船で」と言われていたそう。現在、家屋は地域の交流拠点として復
活しています。港に浮かぶ地名の由来になった蛸島や山あいにある珪藻土洞窟など少し謎めいたス
ポットにも興味がそそられます。この地で培われてきた文化は普段の暮らしにこそ垣間見えるもの。
暮らすような旅をすることで、観光地めぐりとはひと味違った体験ができます。

地域の隠れた魅力を発見！

珠洲の懐の深さに惹かれ、気が付
いたら移住していました。地域の
魅力をつなぎ、発信しています。

出会う景色や人との会話がなんだか温かい。
さいはての漁師町は何度訪れても
新しい発見があります。

石動山資料館
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